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                 緒    言

 松,杉,落 葉松等の所謂樹脂材は量的には緻維素資源 として甚だ重要であると思はれるに も

拘 らす,亜 硫酸蒸解法に依る時は屡々蒸解困難なるものがある爲現今の虞その利用贋値が案外

に小なる事は周知の事實であるが,著 者等は特 に内地斎落葉松に就てその亜硫酸蒸解が極めて

困難であり,又 樹幹によつて も蒸解難易の差甚 しく,中 には殆 ど全 く蒸解不可能に近いものさ

へある事を知 り,且 その蒸解困難なる原因は一一こその心材部の蒸解困難に蹄する事を知つた.

酵然 るに之等の豆硫酸法によつて蒸解極めて困難なる樹材 も硫酸驕法に依 る時は心材,邊 材或

は樹幹の相違による蒸解難易の差は極めて少 く圓滑迅速に均質のパルプが得 られ る事を認め,

叉之より多段漂白法によつて十分な白度を有 し且分析的に市販人緻パルプに匹敵 し得 る優秀な

漂白パルプを製造す る事が出來た.併 し乍 ら分析的には極 めて優秀な性質を示すにも拘 らす之

を直接 ヴィスコース製造に用ひると霧 しい不溶解繊維を生 じ濾過困難を起す.之 等の原因並に

舐鮎除去に關する成果の1部 は銑に敷次に渉つて報告せる虚である,叉 内地落葉松の硫酸臨蒸

解に關しては嘗て主に蒸解搬 ・蒸解日鋼 の影響齢 討酵 の結果搬 表凍 が(工 化,43

824,昭15),今 回は硫酸臨法による内地落葉松の 蒸解條件につき,更 に基礎的且廣範圏なる知

見を得る爲に主として木材に封する藥品添加量を種 々攣化せしめ,叉 一部硫化ソーダの影響を

も併せて観察 した.

                 實 験 記 述

 試料としては信州産落葉松を用ひた.そ の樹齢,直 脛,化 學的成分は第1表 に示 した如きも

のである.

                第    1   表

              内 地 落 葉 松 原 木 の分 析
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 蒸 解 條 件 は蒸 解 温 度 は杢 て160℃ に固 定 し,絶 乾 木 材 に封 す る全 藥 品添 加量 を15～30ヌ6に

攣 化 せ しめた.加 熟 は1600に 達 す る まで1時 間 を 費 し,160℃ にて2,4,6,8の 各 時 聞 につ

い て實 験 を行 つ ナこ.硫 化 ソ ーダ 含量 〔Na2S(NaOHと して 計 算)/NaOH+Na」S(NaOHと し

て計 算)×100〕 は15%全 藥 品 添 加量 の場 合 を除 く外 は全 て26%と な し,25及30%全 藥 品添 加

量 の 場 合 につ いて 更 に 各 々 窪4,58%と 硫 化 ソ ーダ 含量 を高 め その 影響 を観 察 しナこ.

 蒸 解 液 藥 晶濃 度 は杢 て30g/1(苛 性 ソ ーダ と して)と な し,木 材 チ ツ プ に封 す る液比 を攣 化

せ しめ る事 に よ り全 藥 品量 を種 々攣 更 した.所 定 の 蒸 解 時 間 終 了後 に は 直 ち に冷 水 で常 温 に冷

却 した後 内容 物 は 十分 水 洗,輕 く叩 解 の 後8/1000"Cutフ ラ ツ トスク リー ンに よつて 未蒸 解

分 を選 別 し,ス ク リー ンを通 過 した もの を精 選 パ ルプ と した.パ ル プ の分 析 法 は喜 多研 究 室常

法 に從 つ て行 つ プこが 既 に 屡 々獲 表 した 故此 庭 に は 省 略 す る.但 し白度 は プ ル フ リツ ヒの フオ

トメ ータ ーに よ りK6フ ヰ ル タ ドを併 用 して 測 定 した.術 蒸 解 震 液 の 分 析 はCKullgren法

(Schw鼠1be u. Sieber, Die Betriebskontrolle in der Zellstoffu, Papier・lndustrie 3 Auf1.

s.155(1939)Berlin)に 從 つ て残 溜 有 敷 ア ル カ リを滴 定 した.

                 實 験  結 果

 實 験 結 果 は第2表 に 一括 して示 しナこ通 ので あ る.

                 第    2   表

藩1駆 簾雛爺 一 鮮凱;ト囎 響
 ∫15 20 45.012.9696.256.3 -8.581.110.5710.0420.8321.37620- 

/ 15    20    8  5.0  12,989(i4  55.8    -   9.550.96  0.82   9.84  17.00 15 .3  8Dβ1  -

  2026 26.814.0980.057.0 -7.680850.5210.881a7815968LII一

罎§碁§1§  羅 § 1灘 § 馴 § ll難 羅 
  25   26   2  8.3  14.7367。5  55.2    -  10.25083  0.56  10.27  17.5416.05 82.85  -

{ 籍i灘i§ 塑lll l難1§ll§1 lll llll ;1 
  30   26    2  10.0  15.1157.9  5』L5  44。8  8.540.68  0.54   9.60  13.36 13.65 8831  20

離i ;§ 盤  i≡ll i獺 §;ll l ll; 1難 髪
  25   44       83  149678.955、6     ・-   9350.90  038   11.11  13.51 13.15  82,43  一

隣 撚ll難ll 8:墾lil纒§1 §1櫻ll §il難i .
  30   58    2  10.0  16.00 75.1 56.5     -  10.390.76   0.26   10.68  14.87 16.7   85.80  -

 {
  30   58    4  10.0  16.8280.053.5     --  8.810.79  0.39   10.18  1394 13.02  86.48  -

  30   58   6  10.0  16.2276.1 3.6   44.7  9.730.64  0.36   9.64  9.22 9.08 88つ2  19

  30   58    8  10.0  16.8280.0  α41  45.5  9.88α65  0.29   9.61  1023  7.32  9〔),74  19
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  .              第    3   表

               同枚率に於けるパルプ晶質の比較

諜 謙 鷲 驚 轟鵠撃 欝 讐1ζ 箏ンニ拶
  墨§.4 20 1爆.75484.73 39-29,5110.4110.6616

  45.⑪ 20 15.0569044 41.48.618.389.7419

  45.9       25       16.57     4     9120      41,8    79     9.45    9.21    21

  44.0       25       1Z20     6     9ユ.83      40.4    5.88    7.29    9.12    薯4

  45.7       30       1641     4     94.72     45.5    7.31    7.83    &87    24

  45.5       30       1682     8     90.74      41.3    7.32   10.23    9.61    19

                 第    4   表

            同 じ全 繊 維 素 牧 得 率 に於 け る パ ァレプ品質 の比較

  全 繊維 素  憂 藥 晶 添  有 致 ア ル  蒸 解  未 晒 パ ノレ  Roe一 未 晒 パ  ペ ン  未 晒 パ

  犠 護 羅謂 劃難  フ轟 霧 償 撮羅 げ 舶
  材%)   %)    乾材%)  時間  材%)      素    ン   度

   41.4       20       15.05      6       45.0     8.61    9α44     9.74     19

   41.8       25       16.57      4       45.9     7.9    91.20    9.21     21

   40.4       25       17.20      6       44.0     5.88   '91.83    9,12     24

   413        25        17.16      8        43.8      551    94.27     9.33     24

   45.護        30       16.41      4       45.7      7.31    94.72     8.87     24

   42.42 25 16.526 47.29.3589.889.6119

   41.29      30       ユ6.82     8       45.5     7.32   90.74    9.61     19

 藥 品添 加量15%の 場 合 に は蒸 解4時 間 後 に有 敷 ア ル カ リ沿 費 量 ユ296疹,同 滑 費 率96.2%を 示

し,且 生 成 物 は全 部 未 蒸 解 の ま 逗残 つ た.而 して更 に蒸 解 時間 を8時 間 に延 長 して も何 等 顯 著

な る蒸 解 の 進 行 は 認 め られ す,明 か に藥 晶添 加量 の不 足 を物 語 つ て居 る.即 ち内 地 落 葉 松 は 少

く共 藥 品添 加 量 工5%以 下 で は 完全 な蒸 解 を行 ふ 事 は不 可 能 で あ る と云 へ る.

 藥 晶添 加量 を20%と す れ ば蒸 解4時 間 に して殆 ん ど完 全 な蒸 解 の 目的 が達 せ られ る.更 に藥

品 添 加量 を増 加す る程,パ ル プ の 品質 は 向上 して,全 繊 維 素,白 度 は 上 昇 し リグ ニ ンRoe債,

ペ ン トザ ンの 値 は 低 下 す る が,反 封 に パ ル プ牧 率 は減 少す る.

 第2表 下 部 の8列 は 全藥 晶添 加量25%及30%の 場 合 につ い て硫 化 ソドグ 含 量 を44及58%と 各

女 増 大 せ しめ ずこ場 合 の 結果 を示 す .之 等 は硫 化 ソ ーグ 含量26%の 場 合 と比 較 して蒸 解 は梢 不 良

で あ る.
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 今之等の結果を牧峯 とパルプ晶質について更に明瞭に判断 し得 る様に略 々同牧率を以て得 ら

れたパルプの晶質を比較すれば第3表 の如 くなる・之より明かなる如 く.藥 晶添加量,15%乃

至30%と 選んだ本實験條件の範團内では全藥品添加量を増大する程優秀 な分析値を有するパル

プが略々同牧率で得 られ る課であつて,そ の關係は未晒パルプの牧率と全繊維素 含量 より算出

せる全紺椎素牧得峯を比較すれば極めて明瞭である.第3表 最下段の数宇は30%薬 品添加量の

場合硫化 ソーダ含量を58%に 増大せる結果を示 し殆んどパルプ牧率を同 じくするにも拘 らす硫

化 ソーダ含量26%の 場合に比べて明かにパルプの晶質は劣つてゐる事が判 る.帥 ち全藥品量を

1定 に保ちつ 』或必要量以上硫化 ソーダ含量 を増大せ しめると有数アルカリの減少を來 し蒸解

作用が減殺されて不利である事が明かに認められナこ.

 藥晶添加黛の影響を更に異つた角度 より検討すべ く,第2表 より全繊維素牧得率の大略等 し

いパルプについてその他の晶質を比較すれば第4表 の如 くなる.此 の場合にも第3表 と同様30

%藥 晶添加量の場合生成パルプは全繊椎素牧得率が最大であると共に未晒パルプ牧率.繊 維素

含量等の分析値は極 めて優秀な債を示 し且未晒パルプの白度は最高を示 してゐる.

 以上要するに藥 品添加量15%～30%と した我 々の實験條件の範園内では藥 品添加量を増大す

る程化學分析的に優秀なパルプが好牧率を以て得 られ る事が明瞭 となつた.

 併 し此塵に注意すべ き事は藥品添加量を増大する程上述の如 く有利なる反面に於ては蒸解の

より精密な調節が要求せ られる事であつて.例 へば此實験に於て最 も優秀な蒸解成績を示 した

藥品添加量30%硫 化 ソーダ含量26%の 場合で も,第2表 か ら明かなる如 く更に蒸解時間を4時

間以上に延長すれば藥 晶添加量小なる場合に比べて牧率をより急激に低下す るのみな5す 未晒

パルプ中の全繊維素含有量 もや 」減少し,明 かに繊維素成分の損傷崩解が起る事が想像され る.

 以上の實験結果 は我々の研究の主 目的たる硫酸臨パルプの化學的利用 と云ふ立場から,主 と

して化學分析的な品質に就いて観察 したが,更 に製紙用としての硫酸盤パルプの品質を評債 し

或は蒸解結果を論 じる場合にはその彊度的性質が問題 となつて來る.本 實験で得 られナこパルプ

の彊度的性質の測定に關 しては目下實験を績行中であり,そ の結果の獲表は次の機會にゆつる

事 とする.
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